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【編集後記】その音、連合赤軍事件が起きた時、「俺もこの事件に関わりある」と思った。あの、暗

い人間否定の虚無が自分にもあると。警察に捕まることはない。法にも何ら問われない。けれども、

俺の良心は黙つてはいないと。とは言え、持ち前の鈍感力。その後長く、私の罪意識は心のどこか隅

っこの方に押しやられたままだった。/坂日弘さんの短歌を朝日歌壇に見出した時は衝撃を受けた。

悪罵の限りを尽くし、なお世間が決して許しはしない連合赤軍事件。そのくせ、あたかもなかったこ

とみたいにして、触れたがらない、そんな連合赤軍事件が、当事者の手によつて全国の茶の間に直接

伝えられた。難関を突破してよくぞ入選できることと感心したけれど、もつと大きな感銘を受けたの

は、こんなにも苦しんでいる人がいるという、そのことだった。何と誠実な人なんだろうと心動かさ

れた。連合赤軍事件とは、坂口さんの苦しみにありと思った。彼一人苦しませるわけにいかないとも

思った。/若松孝二監督の映画「実録・連合赤軍事件Jは坂口さんの「朝日歌壇J短歌以来の快挙だ

った。この映画を作ることは、それ自体、いろんな意味で、大きな聞いだつたに違いない。映像表現

としての歯切れの良さは、連合赤軍事件というものをまるごと自分ひとりの肩に担い切つて映画を作

つた、監督の気概からきているものなのだろう。/連合赤軍事件は人間を信じることの闘いとして大

きな課題を提供してくれる。あの映画には全編を通して、人間を励ましてくれるあたたかさがどこか

底流のように流れているが、それは、若松さんが、人間を信じる闘いを果敢に関つているからだろう。

というより、そのために映画を撮ったのだ。“映画という武器がある限り、俺は人間を信じることがで

きる"若松さんはそう言つてるような気がした。/坂口さんの短歌から一首。「犠牲者らが生き返りた
r

らば言ふならむされたるリンチに逆襲せむとJ(歌集 :『常しへの道』) 生き返つてほしいと、私も切

に願う。生き返つた姿を夢想もする。が、その姿とはリンチに逆襲するようなものではない。では、

どんな姿なの・……?それは坂口さんに言つてほしい。坂口短歌に詠んで、坂口短歌で、犠牲者らを生

き返らせてほしい。/次号5号は 10月 刊行の予定です。重信さんへのお便り、投稿等、お待ちしてい

ます。 9月 中にお願いいたします。 (森本)

販価は 1冊 300円です。なるべく年間購読をお願いします。送料込みで、年会費は2000円です。

(郵便振替日座 00920-2-169764 さわさわの会)

連絡先―〒635-0061大 和高田市磯野東町 3-27 森本忠紀

TbVFax  0745--22--4002


